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■10 月 23 日（日）　13：00 ～ 14：00
　岡山映像ライブラリーセンター

■10 月 23 日（日）　18：00 ～ 19：30
　岡山映像ライブラリーセンター

■10 月 23 日（日）　開館時間中随時
　赤磐市吉井郷土資料館

■10 月 29 日（土）　13：00 ～ 15：00
　岡山県立記録資料館　研修室

■11 月 5日（土）　13：30 ～ 15：00
　瀬戸内市民図書館　つどいのへや

■11 月 13 日（日）　開館時間中随時　
　赤磐市山陽郷土資料館

■11 月 19 日（土）　13：30 ～ 15：00
　湯郷地域交流センター
　（美作市湯郷 826-2 ／電話 0868-72-0783）

■11 月 27 日（日）　13：00 ～ 16：30
　赤磐市中央公民館　視聴覚室
　（赤磐市下市 337　山陽郷土資料館に隣接）

■12 月 16 日（金）　13：00 ～ 16：30
　岡山県立記録資料館　研修室

＊急な都合による変更や、ここにない関連行事が追加される場合もあります。詳細は各主催館へおたずねください。

　　　　岡山大学附属図書館（中央図書館）
　　　　　   http://www.lib.okayama-u.ac.jp/

　
『古文書に見る江戸時代の酒造事情』

当館が所蔵する池田家文庫・地方資料（地域の庄屋等の家に残った
資料）より、江戸時代岡山地域の酒造に関する資料を展示します。

会　    期：平成 28 年 11 月 2日（水）～平成 29 年 1月中旬
休　    館：12/28 ～ 1/3、不定期の休館日あり
開館時間：（平日）8：00 ～ 23：00
　　　　　（土曜・日曜・祝日）10：00 ～ 18：00
場　　所：岡山市北区津島中 3-1-1
　　　　　中央図書館本館 2階サルトフロレスタ
電　　話：086-252-7304
交　　通：JR 岡山駅西口バスターミナル 22 番から「岡大・岡山理
　　　　　科大」行き「岡大西門」下車
観  覧  料：無料

日本山海名産図会
寛政 11（1799）年
池田家文庫　当館蔵

　　　　岡山市立中央図書館
　　　　　  http://www.ocl.city.okayama.jp/

　
『所蔵の古文書にみる岡山城下町の酒造と酒販』

幕末に岡山城下町の惣年寄（町奉行のもとで民政を取り仕切った町
人の代表者）を務めた国富家の文書などから、近世都市における酒
造と酒類の流通について紹介します。

会　    期：平成 28 年 11 月 2日（水）～ 12 月 28 日（水）
休　    館：月曜
開館時間：10：00 ～ 18：00　（木曜）11：00 ～ 19：00
場　　所：岡山市北区二日市町 56
電　　話：086-223-3373
交　　通：JR 岡山駅東口から、路面電車清輝橋行きで「清輝橋」下
　　　　　車徒歩 12 分、または岡電バス・両備バスで「岡南営業所」
　　　　　下車徒歩 6分
観  覧  料：無料

酒造方冥加金請取帳
明治 2（1868）年
国富文庫　当館蔵

　　　　備前市歴史民俗資料館
　　　　　   http://www.bizen-rekishi.sakura.ne.jp/

　
『びぜん酒造屋さんの日々』

明治 39年頃から続く備前市にある酒造メーカーの売掛帳などから、
近代の備前の酒と人々の様相を紹介します。

会　    期：平成 28 年 10 月 20 日（木）～ 12 月 28 日（水）
休　    館：月曜、祝日の翌日
開館時間：9：00 ～ 16：30
場　　所：備前市東片上 385
電　　話：0869-64-4428
交　　通：JR 赤穂線備前片上駅から徒歩 5分
観  覧  料：無料

清酒日記帳
昭和 14 年
当館蔵

　　　　備前市埋蔵文化財管理センター
　　　　　  http://bizenmaizou.ec-net.jp/wordpress/

　
『びぜんトックリーズ　～窯跡出土徳利勢揃い～』

発掘調査によって備前焼の窯跡から出土したさまざまな徳利を展示
します。桃山の名品？らっきょ型徳利から人形徳利、角徳利など備
前焼徳利が勢揃いします。

会　    期：平成 28 年 10 月 20 日（木）～ 12 月 28 日（水）
休　    館：火曜、祝日の翌日
開館時間：9：00 ～ 16：30
場　　所：備前市伊部 974-3
電　　話：0869-92-4300
交　　通：JR 赤穂線伊部駅から徒歩 20 分
観  覧  料：無料

出土徳利写真

　　　　瀬戸内市民図書館
　　　　　    https://lib.city.setouchi.lg.jp/

　
『酒と人と地域と』

酒をめぐる文化、酒造りと瀬戸内市の関わりなどを、地域の資料を
まじえて紹介します。11 月 5日には、岡山県立記録資料館の定兼学
館長による講演会もあります。

会　    期：平成 28 年 11 月 1日（火）～平成 29 年 2月 26 日（日）
休　    館：月曜（ハッピーマンデーを含む）、祝日（ハッピーマンデ
　　　　　ーを除く）の直後の平日、毎月最終水曜日（祝日のとき
　　　　　は前週の水曜日）、12/28 ～ 1/4
開館時間：（火・水・土・日・祝日）10：00 ～ 18：00　
　　　　　（木・金）10：00 ～ 19：00
場　　所：瀬戸内市邑久町尾張 465-1
電　　話：0869-24-8900
交　　通：JR 赤穂線邑久駅から徒歩 10 分
観  覧  料：無料

備中屋高祖酒造発祥蔵
（国登録有形文化財）

　　　　公益財団法人吉備路文学館
　　　　　  http://www.kibiji.or.jp/

文学者を目指していた藤原啓が岡山へ帰り、土をひねって技を磨い
たのは金重陶陽との出会いがきっかけ。共に酒豪の二人の高梁の旅
館でのエピソードを作品を通じて紹介。

会　    期：平成 28 年 10 月 25 日（火）～ 11 月 26 日（土）
休　    館：月曜（祝日は開館）、祝日の翌日
開館時間：9：30 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
場　　所：岡山市北区南方 3-5-35　
電　　話：086-223-7411
交　　通：JR 岡山駅東口から徒歩 15 分、または岡電バス・宇野バ
　　　　　スで「南方交番前」下車徒歩 3分
観  覧  料：一般 400 円、高・大学生 300 円、小・中学生 200 円　
　　　　　※10 名以上の団体は 2割引

展示作品　左：藤原　啓
　右：金重陶陽

『酒豪 “人間国宝陶芸家二人のエピソード”
　　　　　　　　　　　　～金重陶陽・藤原　啓～』

「地酒トーク」（昼の部）　　話し手：石合敬三（十八盛酒造代表、杜氏）、市田真紀（日本酒ライター）
参加無料・申込不要・先着 30 名

「地酒トーク」（夜の部）　　話し手：昼の部と同じ（夜はワンコインで十八盛のお酒をお楽しみいただけます）
参加費 500 円･要申込・先着 25 名

ワークショップ「杉玉ストラップを作ろう」　　講師：田中愛弓（赤磐市山陽郷土資料館学芸員）
参加費 100 円・申込不要・先着 100 名

講演会「日本酒の近現代史　―酒類鑑定制度の成立と成果―」　　講師：鈴木芳行（中央大学非常勤講師）
参加無料・申込不要・先着 40 名

講演会「晴れの国おかやまの酒」　　講師：定兼学（岡山県立記録資料館長）
参加無料・申込不要・先着 60 名

ワークショップ「杉玉ストラップを作ろう」　　講師：田中愛弓（赤磐市山陽郷土資料館学芸員）
参加費 100 円・申込不要・先着 100 名

講演会「晴れの国おかやまの酒」　　講師：定兼学（岡山県立記録資料館長）
参加無料・申込不要・先着 60 名

座談会「ひろがる酒の輪　赤磐会場の巻」　　発表者：展示参加館の担当職員
参加無料・申込不要・先着 60 名／問い合わせ先：赤磐市山陽郷土資料館

座談会「ひろがる酒の輪　岡山会場の巻」　　発表者：展示参加館の担当職員
参加無料・申込不要・先着 40 名

◎10/29 は都合により酒の
　展示を一時撤去します。
　（他の展示は開催）
◎岡山県立記録資料館にも
　一部出張展示します。

◎12 月は別の展示が入ります。


